
近
年
で
は
、
札
幌
駅
地
区
と
大
通
地
区
の
二
つ
の

商
業
圏
を
結
び
都
心
の
一
体
化
を
図
り
、
回
遊
性
を

高
め
る
目
的
で
、
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
が
整

備
さ
れ
、
平
成
２
３
年
３
月
に
供
用
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
上
部
の
幅
員
を
再
構
成
し
、
車
道
６
車

線
を
４
車
線
化
し
歩
道
部
を
拡
幅
す
る
な
ど
、
憩
い

の
あ
る
歩
行
者
空
間
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

平
成
２
７
年
に
は
、
南
１
条
か
ら
南
４
条
ま
で
の

区
間
で
市
電
が
復
活
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
市
電
の

ル
ー
プ
化
が
さ
れ
た
。

南
１
条
か
ら
南
４
条
ま
で
の
区
間
で
は
歩
道
側

に
軌
道
を
敷
設
す
る
サ
イ
ド
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
方

式
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
都
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
応
し
た
街
路
空
間
の
再
構
築
を

行
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
平
成
２
３
年
１
０
月
の
都
市
再
生
特
別

措
置
法
の
改
正
を
契
機
に
、
同
年
１
２
月
に
札
幌
大

通
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
都
市
再
生
整
備
推
進
法
人

の
指
定
を
受
け
、
特
例
道
路
占
用
区
域
内
に
カ
フ
ェ

や
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
テ
ラ
ス
、
愛

称
「
大
通
す
わ
ろ
う
テ
ラ
ス
」
が
平
成
２
５
年
８
月

に
開
設
さ
れ
、
飲
食
物
の
提
供
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取
組
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
整
備
の
変
遷
を
経
て
、
札
幌
市
の
シ
ン

ボ
ル
通
り
と
し
て
、
都
心
全
体
の
魅
力
と
活
力
の
向

上
に
寄
与
し
て
い
る
。「大通すわろうテラス」出典：札幌市

「サイドリザベーション方式（南 1条～南 4条）」出典：札幌市

位置図 現在の横断図（北４条～大通公園） 

「狸小路停留所外観」出典：札幌市

「現在の札幌駅前通（札幌駅～大通公園）」 出典：札幌市

「札幌駅前地下歩行空間」 出典：札幌市
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名称 
3・2・4札幌駅前通 

市道西 4丁目線 

経緯 

Ｓ１１年 当初都市計画決定（25、27ｍ） 

Ｓ２４年 都市計画変更（25、27ｍ→36ｍ） 

Ｓ３８年 拡幅整備の開始 

Ｓ４２年 地下鉄の建設の決定 

Ｓ４６年 拡幅整備の終了 

市電の廃止（札幌駅前-大通）  

地下鉄の開業 

Ｓ４８年 市電の廃止（大通-すすきの） 

分離帯等の設置 

Ｈ１５年 都市計画決定（札幌駅前通地下歩行空間） 

Ｈ１７年 札幌駅前通地下歩行空間 事業着手 

Ｈ２２年 都市計画変更（地下歩行空間 区域変更） 

Ｈ２３年 札幌駅前通地下歩行空間 供用開始 

Ｈ２４年 札幌駅前通地下歩行空間 地上部整備 

Ｈ２７年 市電ループ化 

延長 約 1.8km 

種級 
１等大路３類（当初計画） 

4 種 2級（現在） 

幅員 

25、27m（当初計画） 

36m（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

51％（現在） 

街路樹 オオバボダイジュ、ニセアカシア 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

札幌市 

（都）札幌駅前通
さっぽろえきま えどおり

（北４条～南４条） 

札
幌
駅
前
通
は
、
昭
和
１
１
年
に
幅
員
２
５
ｍ

の
一
等
大
路
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
札
幌
市
で
は
人
口
の
集
中
と

そ
れ
に
伴
う
交
通
量
増
加
の
傾
向
が
著
し
か
っ

た
こ
と
や
防
災
上
の
理
由
な
ど
か
ら
、
更
な
る
道

路
拡
幅
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
昭
和
２
４
年
に
現

在
の
幅
員
３
６
ｍ
に
変
更
さ
れ
、
昭
和
３
８
年
か

ら
昭
和
４
８
年
に
か
け
て
、
地
下
鉄
の
整
備
、
廃

止
し
た
市
電
軌
道
部
分
の
分
離
帯
の
整
備
、
車
道

６
車
線
化
の
道
路
拡
幅
整
備
が
行
わ
れ
た
。

＜昭和３０年頃の札幌駅前通＞ 

諸元表 

＜出典：札幌市＞ 
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